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このたびは石油ス I -ーブをお買い上げい 
ただき、まことにありがとうございました。 

■この取扱説明書と保証書をよくお読み 
のうえ、正しくお使いください。そのあ 
と保存し、必要なときお読みください。 

■裏面保証書の「お買い上げ日•販売店名」 
などの記入を必ず確かめ、販売店から 
お受け取りください。 

(正し<使って上手に節約） 


JHaddhfi 


石油ストーブ 

(自然通気形開放式石油ストーブ） 

取扱説明書 


使いかた 


お手入れ•保管 


お使いになる1 












































特にを意していただをたいこと ( 必ずおすりくださし0 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 
次のように説明しています。 

■表示内容を無視して県った巧い方をしたときに生じるを害や損害の程度を、次の表示で区分し、號明していまず。 


么を巧議籍 ife 腰 ま 離離舊 A 警告驢認離願離 f などを 


A : この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生ずる可能性 
が想定される」内容でず。 


お守りいただく巧容の種類を、巧の給表示で区分し、説明しています。 


A A この絵表示は、気をつけていただきたい 

ZZA ZiA 「注意喚起 J 内容でず。 


この給表示は、してはいけない「禁止」内容です。 



この給表示は、必ず実巧していただく 
「指を」内容でず。 


么危巧 (DANGER) 



■ガソリン厳禁 

• ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
乂災の原因にな0まず。 


A 含告 (WARNING) 


■換気必要 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

換気ずる時は換気扇を使用したり、2ヶ巧 liLh 窓を開を風を通せば効率よく換気ができまず。 
酸素が不ちすると、不完を燃焼し、一酸化炭素などが発生して中養になるおそれがありまず。 


■スプレー吿厳禁 

• 殺虫剤などのスプレー生をストーブの上や前に絶対に放置しないでくださし、。 
熱でスフレー吿の圧力が上がり、^し、筒墳です。 


■寝るとを消义 

♦寝るとをや外出するとをは、必ず消乂してください。予想しない事故が発 
生ずるおそれがありまず。 


■給油時消义 

♦給油は、必ず消乂ボタンを巧して、消乂してから巧ってください。 
乂災の原因になります。 


■油漏れ危険 

♦ 口金は正しく、確実に締めてください。 

♦ 口金を斜めに締めたりすると、簡単に口金ががれて、乂災の原因になります。 

♦ 口金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 


■正しい炎のげ態で使用ずる (が 10 ぺ ージ） 

♦しんを下ばずざた状態で使ラと、不完全燃焼し、においや一酸化炭素の発生の 
原因になります。器具を傷めることにもなります。 
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告 (WARNING) 



■可燃性ガス使用厳禁 

♦ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが発生ずるもの（ベンジン、シン 
ナー）やスプレーを使巧しないでください。火災や故障の原因になりまず。 

■カーテン、寝具など可燃物近接厳禁 

•カーテンや衣類、ふとんや毛布など燃えやずいもののそばで使用しないでくださし、。 
火災の原因になります。可燃物との離隔距離は己ページを参照してください。 


■衣類の乾燥厳禁 

♦ を類などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類が落下して乂がつき、乂災の原因になりまず。 








画風び当たる場所で使わない ^ 

屋外や部屋の出入口などで使用しないでください。 (\) 

掃除機の排気、エアコンや扇風儀の風が当たらなしなうにしてください。異常燃焼や乂災の原因になりまず。^ ' 


谢こ注意していただまたいこと なずおすりください 


A ミ主意 CAUTION) 


■居室巧給油禁止-給油時义気禁止 

•給油は必ず居室がの火の気のないところで行ってください。 
火災のおそれがあ0まず。 


■燃焼中移動禁止 

• 燃焼中ゃ消乂直後は持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびありまず。また、乾倒ずると、乂災の原因になりまず。 


■異常時使用禁止 

•ずず①発生、におい、おのをなど異巧を感じたとをや油おれびあつたときは使用しないでください。 
巧急の場合でちあわてずにしんを下げて消乂してくだをい。 


■やかんやなべなどの使用ま意 

•やかんやなべなどをのせた場合は振動や接舰によってやかんやなべなどの熱漏 
がこぼれ、やけどのおそれがありまず。 < 

•やかんや銷などを上ぶたの上にはのせないでください。 

內部に熱がこもり上ぶたが熱くなり、やけどのおそれがありまず。 

参水滴が燃焼部や内部にかかると異常燃焼や故障の原因になりまず。 






い。 
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■を質な油禁止 I 

• 変質した持ち越し巧油等は使用しないでください。 

異常燃焼や故障(点火しない、しんが下が5なくなるなど）の原因となることびありまず。 


■消义ポタンを巧しても、消义しないとをはしん調節つまみを 
消义位居まで引を上げる 


0 



〇 


•消火を必ず確認してぐださい。しんにタールが付着している場含がほとん 
どでずのでずぐに「しんのお手入れ」をしてください。（が12.13ページ) 
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A ミ主意 CAUTION) 


■部分的な過大炎や赤熱ムラび出たままで使わない 

• すす発生や不完全燃焼の原因になりまず。 


■高湿部(し手をふれない 

♦燃焼中や消乂後しば5くは、燃焼部や高温部（天板やガード）に 
手などふれないでください。やけどをします。 




接触禁止 



みく射熱に直接長時間あた6ない 痴こお子さまやお 年奇 りなと•、ご自分で お 作で 

低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。 ミミ直;かるときには、周囲の人が十 
_ 分ま巧して< たさい 


•-低温やけどについて. . 

♦比較の低い遍度 (40 で〜60で）でも長時間巧ふの同じ所が熱せ S れると、熱い、痛いなどの 
自覚症状がなくてち低温やけどのおそれがあります。 

♦次のよラなちは特にごを意を！ 

•翠し幼思お年寄り、巧ふの弱い方 

-眠気を誘ラ薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用された方-深酒 
■疲労の激しい方 


■燃焼筒のガラスが割れたまま使わない 

•燃焼筒のガラスび夕けたり、割れて破損したままのが態では、絶対に使用しないでくださし、。 
異常燃焼したり、ずずが発生ずるおそれがありまず。 


■持ち運ぶときは消义し給油タンクをおく 

• 傾けないように静かに運んでください。特に階段などでは油漏れのおそれがあ0まず。 
•引っ越し等の運搬時は必ず給油タンクを取り出し、油受皿内の灯油を巧いてください。 
傾けたり、横倒しのが態で運搬しないでください。 


■新旧-異種の乾電池を混ぜて使わない 

♦ ©©を間違えない。 

• ショートさせない。 

•分解、加熱、乂への投入をしない。 

乾逗池の破裂や液ちれのおそれびあ0まず。 


■ストープをひをずらない 

•床面、置、じゆうたんなどを傷つけたり、本体底面の塗装がはがれてさびの原因になることがあ D まず。 


E 


消义後約2分間は再点乂しない 

生ガスび発生し、激しいにおいと異常着乂をおこします。 
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■マツチの燃えかすを機器内に落としたり、置台の上に置かない 

♦ガスライターもストーブの上や前に絶対に放置しないでください。乂巧の原因にな D まず。 


■長期間使わないとをや保管時はな油を抜さ、乾電池をはずず 

♦ 傾けたり、横倒しのが態では保管しないでください。 

油漏れや义災のおそれがありまず。 


〇 





么ミ主意 （ CAUTION) 


■ほこ0の除去 

•置台などのほこりを、ときどを除去してください。 

ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼のおそれがありまず。 


■万一、事故がおこったときはあわてずに消乂器で消义ずる 


〇 



参異常燃焼などでストーブから乂が出たり、床などに乂がついたときはあわてずに、消义器で 
消して < ださい。 


■廃棄ずるときはな油を抜く 

•ストーブを廃棄処分するとさは、必ず給油タンク、油受皿巧の灯油を市販の給油ポンプなど 
によって巧き取って、乾電池を取りはずしてくださし、。 

打油や乾電池が入ったまま廃棄ずるとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれがありまず。 


〇 
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■高電圧にま意 

•点乂電極は点义時に高電圧を発生させます。電池を取りがした直後、操作つまみを押し下げる A 

と、高電圧を発生ずる場合がありまず。手を触れないでください。感電ずるおそれがあります。 

特におモさまや高辭者の方にご注意ください。 胃 E ミ主章 

•点検•手入れ、掃除をずる時はがず乾里池を取りがし、操作つまみを巧し下げ、放雷させてください。 


■純正部品を使用する ^ 

• しんなどの部品は必ず指定の純正部品を使用してください。 mm 

予想しない事故び発生ずるおそれがありまず。 


分解修理-改造の禁止 




改造して使用しないでください。 グ 

修理巧術者挡外の人は絶対に分解、修理は巧わないでください。 分解禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。異常燃焼や乂災の原因になることがあります。^ 


使用場所について 


■可燃物から離す A 

•ふすまゃ障モなどの可垂か!5も記の® H をと5ないと燃の ^9围 
ぉそれがぁります。 _ 品 mun 

■スプレーや化ぎ薬品を使用する場所で /CN 似 J 

使わない（理•美容院、クリーニング店、じ y lOOcm む上^^==:::、 

メツキ、塗装、脱脂、洗を工場など） 

•フ□ンガスや塩素系溶剤は有毒なガスの発生により、健康を害することになりまず。 

また、精やガラスなどを傷め、金属びさびたり、巧維製品の変色•損お、器具の故障の原因になることがありまず。 

■巧の場所では使わない /Ov 


1 OOcmULh 


Q 


bOcmlUJ 


lOOcmLU 上 


20cm し U I 


bOcrnW i 


•水平でない場所、不ま定な場所 
♦ 不ま定な物を乗せた棚などの下 
♦ 風の当たる場所や部屋の出入 □ 

♦可燃性ガスの舞生ずる場所 • たまる場所 
•人のいない場所（温室、飼育室など） 
♦高地（標高1日日 OmliU ：) 


マントルビースなどストーブび囲われる場所 
ほこり、湿気、金属おのをい場所 
換気が十分巧えない場所 


♦ 直射日光があたる場所や高適になる場所 
(例：热のこをる場所、化の热おのお客を受ける場所） 


0 


义災の原因になることがあります。 


不完全な版の原因になることがありまず。 


がぶタンク内の^が膨張し、む巧があふれ出て、 
巧漏れの原因になることびありまず。 


お使いになる前に 


5 



















を部のなまえとはた 5 を 


本体 


上ぶた 

\ I ，が苗 




しん調節ごまみ 


'立こ;を T . 給ぶタンク 

谭捉 

搔 M 一油运が 


お说巧^胃占 1 ミ 

S ：^ 


-油ち It 
—口お 


.キャビネット 



ミ肖义ポタン 


点火電極 
(内部） 


ごほ用前の準備 


点乂する前の準備と確話、 


■ストーブを取0出ず 

•各部の包装部巧を全て取り除さまず。詳しくは、 

箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 

■燃焼筒を正しくセツトずる 
♦ 燃焼商とってを正面に向けてしんが筒の真上か S のせ燃規 
筒とつてを2〜3回左右に動かしてセツトしてください。 


麻说椅 

な说括 k 
とつて 

目巧、 
しんか括 




圍 I 

くガードのあけ方> 
のガ-ド妙し持ち上げる 
②お!-ドを輔閒き下げる 


♦纖茵び巧いていたり、ガタついていると、すずやにおいなどび觀 
ずる願となりまず。 

■水平を確認する 

♦水平で丈夫な床面に設置ずる。 

• 水平になっていないときは、水平な場所に移動ずる。 

■乾電池を入れる 

• 乾電油は別茜でず。 

•単2おの同じ種類の新しいちのを4個用意してください。 
•電池を取り付けるときは、®©を正しく 
セットし、 ①、風③、 麻こ©1か6セットしてください。 
(逆の手顺で行5と©瑞テがをおずるおそれびありまず） 


(本巧背面严5石续彰シ戶觉テ 

ら細 


eg 


\ @が子 

巧池ケース 


>軍池の寿命のめやず 
(1 曰5回、已力ち間 
使用の場合） 

アルカ U を軍池 
が]2シースン 
マンガン乾蛋地 
巧1シースン 


給油時自動消乂装垣 

•巧脱中に給油タンクを持ち上げると、自曲的に消火しまず。 
•給油時は消乂ボタンを押して消乂してか5給油タンクを 
巧0出して < ださい。 

電子点义装垣 

•高電圧放電をして、しんに点火します。 

•を電池が消耗すると点乂しにくくなります。 

においとり装置 

においと 0 装置はミ肖乂時のにおいをがなくしまず。 

•消义時、約吕巧巧音びしまずが、においとり装置の作曲音 
で異常ではありません。 

•ラジオなどを近づけるとにおし化り装醒作曲時に雑音が 
入るおそれがちります。 

■巧爾油が消耗するとな火しにくくなり、においと D 装面 
は作なしなくな0まず。 


使用燃料について 


燃料は必ず灯ミ由 (JIS K 22031号打油） 
を使用してください。 


广 A 警告 ( WARNING ) つ 

ガソリン厳禁 

® ♦ガソリン、混合油（お機具用）など揮発な 
の高い油は、おがに使用しないでくださし、。 
乂災の原因になりまず。 

ガソリン巧祭 


C A を意 （ CAUTION ) ) 

を費な油-不純な油使巧厳禁 

0 ♦異常旅規や®障（点火しない、しんが下が6な 
<なるなど）の原因となることがあ日まず。 


■ 巧油とガソリンの見分けかた 

指先に使用燃料をつけ息を巧きかける。 
f 乂の気のない巧で巧ってください。) 

♦灯油はめれたまま 
•ガソ U ンはずぐ乾く 

/区別がつきにくいとをは、お買い上げの燃料店、 
、にお問い合わせぐださい。 ノ 

■巧質な油-不純な油は使わない 
巧資灯油とは 

•古い巧油（昨シーズンより持ち越した灯油） 

•日巧の当たる巧巧、商通の巧巧で長巧巧な管した灯油。 

/特に乳白をのポリ容器や容器のふたをちけて保管し、 
、たちのは短期間で変質します。 ) 

桂度に巧質したをのは巧色はがかったり、苗っぱい臭いがします。 

不抑な油とは 

♦む巧 urn のな（てんぷ6油や機巧な、ま油、居泊、ガソ U 
ン、シンナ ー） などがほんのねずかでも混入したな油。 
♦水やごみ、ドラム左のさびなどが、混入した灯油。 

♦ な巧水巧剤や助燃剤を添加した灯油。 


給油のしかた 


露 i 童與强據な熙强辭な稱權湾搞 Si 謀らまず。 



給油タンクを取0出し、 
逆さにし、口金をはずず 


riMEW カチジとキヤツ:; J (口掛のはずしかた 


• □金を左にまわず。 {} 

•給油タンクを取り出すときは、 Y i 

こぼれた油はふき取る。 

•口をに砂やごみがついたり 、 Ir ^ 
入ったりしなしけうにミま意ずる。^^ 
(回転が重くなります） 

参給迪口 •口金のさび、変形、 

回乾不良および破損がないか 
確認する。 

(0^1 2ページ「給油タンクの点検」） 


2 給油する 

•総由タンク 

•た日 


•給油タンクをち図のようにして、 

ミ由量計を見ながら、上限をこえないよ 
ラに給油する。 

「カチツカチツ」と 
音びするまで口金をしめる 


rNEW カチッとキャップ」（□金)のしゆかた 


>ホ色の線が見えな<なるまで□金を ^任^もち 
ちに回し、 r カチッ•カチッ」と音びす I 
るまで確実にしめてください。 


〔不 stra のち巧けかた） 

巧®3巧、不«巧などの不良打油のち分けかたは大巧 
|-丈一^ I 度しいですが、一つの目巧としてコップに水を入れ、 

その上に打油を入れて巧餐に白«をあて、水よりをか 
^しでちをびついていれば不良な巧でず。巧が»でな油 

' - ■ び発化した時は、な油び杏をしにくくちかけかたが» 

しくな0ます。ひと S 持ちなしたな巧は無を通巧でち 
巧巧しないでくだをい。 

■を質打油、不純灯油を使用ずると1〜30曰で夕ールが 
異常にたまり 

•点乂不良やしんが上下しなくなる。 

•ずずが出たり、激しいにおいがずる。 

•燃焼筒の赤熟不足、異常燃焼になる。 

■水が混入した灯油を使用ずると 

•点乂不良や燃えなくなり、火び消える。 

♦しんに水を含み、しんび上び6なくなる。 

• 給油タンクや固定タンクがさびる。 
mj 5- s 変質な油、不«1〇油を使用したとまの姐置 
• 紛由タンク•油受皿巧の油ち入れ替える 
(が14ぺージ） 

• しんのお手入れをする（が12、13ぺージ)それでも効果のない 
ときはお頁い上げの巧売店に逆巧する。（しんの嫌び必夏でず） 

巧日油、巧の沾が晒でトピスが旗されたおん保胡百中でを巧防顯となります。 


# □金を下にして油漏れがないか確かめる。 

このストーブには給油の目巧を示す「給由ヴイン J び 
ついていまず。 


■給油ずるとをの目安 

• 巧び少なくなると、給油サインびホをになりまず。 

• 竞全にホをになってか5、約1時巧をに油切れになりまず。 

C ~7) 青色 I 赤色： ggiifc ホ色 

▼ ▼ ▼ 

油がをいとを进が少ないとを巧がないとを 

♦ 「給由サイン」の色が r ホ」になりました5消乂して 
給油してください。 

• 給油口周辺がをみ黄色くなることがありますが、 
異常ではありません。 


がぶ口 


/給油タンク. 




巧■か\ 

午上胜 

巧び入ると 
，黒くをわる, 


給油タンクとつて、 


■好油の保管は大切に 

巧油は乂気、雨水、ゴ S 、 高通及ぴ直射曰光を避 

けた場前こぶず保管してください。 

参巧巧は畳シースンに持ち越さない 
シーズン終了前に使いきつてください。 

■巧油は直射日光を避け、専用のをれいな容器を 
使用してください。赤、育などの盾をされたポ 
リ容器（な油用）で保宫してください。ポリ容 
器のふたは確実にしめてください。 

•打油用として推奨マーク付（日本ポリエチレン 
ブロー製品工業を推奨）のものが市販されてい 
まずので、それをご傳用ください。 

• ドラム吿などで長期間大量に保管しないでくだ 
さい。 

• ポリ容器に雨水がかか6ないよラに 
巧巧に水び混入し、燃焼不良の原因になります。 




巧い巧 


巧い巧ち 


お使3になる1刖に 
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使いかた 


点乂 


点义 • 消义のしかた 


電モ点乂のしかた 



しん調節つまみを _ 

止まるまで押し下げる 

•1 秒後に「ピー」といラ放電音 
びした時、しん調節つまみか5 
指をはなしてください。 


•はなしたをに、自動的に点乂し 
ます。 

参点义しない場台は、点乂操作を 
<0か元して < ださい。 

• 点义時、多少においがしまず。 

参点乂を約目分間「ポッボッ」と 
音がしますが、異常ではありま 
せん。 


■電子点义び使えないとまの点义方法 

I I j ] しん旧節つまみを止まるまで 

ra I /I 巧し下げ、ガードを巧く 




燃焼筒 
/ 

A — ■■ 1 »々 

每さ 


Tip ~1マジチまたはライターで 
(反射板しんに点火ずる 
^に刻印）•燃焼筒とってを反射板の〇印ま 
^ で回して持ち上げ、しんに点火 

する。 


说^なををどし、ガードを閉める 
• 燃巧筒をしんが筒の上にらどし、 
燃焼筒とつてをを右に®かし、 
正面になるよう位担を合わせる。 


巧す点火 



お願い. 


•使い始め、しんの手入れ、しんの交換の後は給ミ由後、 
約30分待って点乂して < ださい。 

♦工場での燃焼テストによりしんにな油が含まれている 
場合びありまず。このため、給油前に乾電池を入れて、 
点乂操作を行ラと点义することがありまず。 

♦ 使い始めの点乂後数分間は多少加工時に付着した油が 
焼ける異臭がしまず。 

♦給油タンクにごいて 

点乂する前に必ず給油タンクをセットしてください。 
セットしないと給油時自動消义装置が働を、しん調整 
つまみがちどじ、点乂でさません。 


ワンポイント 
アドバイス 


おき P 屋の保温をしましよつ 

力ーテンを二重にして床までの長さにして 
暖房すれば、お部屋の熱を逃がさず、暖か 
さが保てまず。 
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しん讚節 ，巧 ■ 
つまみ 。 
点义位!！… j . 


給油タンクを空にしたあと、 
本体にセツトする 


火が消えるまで燃やしきつて 
<ださい。 

(が 12.13 ぺージ） 


9 


手についたなミ由は 

サラダ油を少、し手につけ、こすりましょう。 
その後石けんで洗えば、いやなにおいも落 
とせます。 


こぼれた灯油はずぐキレイに 

こぼれた'な油の上に洗濯用粉末洗剤をふり 
かけ、灯油を吸い取ります。あとは、かわ 
いた布でふをとってください。 



しん調節つまみをゆつ < り引を 
上げる 

• しん調節つまみを r 消火位置」までゆつく 
り止まるまで弓 I き上げて消火します。 

(速く上げるとにおいが出やすくなりまず。） 


2消义を確かめる 

~ • においを少、なくするために、3〜日分程燃焼（炎び一部残る） 
して消乂します。消乂を確認してください。 

• しん調節つまみが r 消乂位置」にあり乂が消えたことを確 
認してください。 


使いかた 













































使いかた 


炎の調節のしかた 


点乂を、必ず炎の調節をしてください。 

• 炎の調節は、しん調節つまみでおこないまず。 

♦部分的な過大がや赤熱ムラがでるときは燃焼筒とってをを 
ちに「2〜3回」動かして炎を安定させてください。 

•燃焼筒を動かしても炎が出るときは、しん調節つまみをか 
し上げて「正しい炎」の範囲で調整してください。 


炎のが態の目安 


X 


〇 


X 


(イ）しんの下ばずざ 


に）正しい炎 

(燃焼筒上の炎の長さ 
は約1〜 3 cm の範囲で 
ご使用ください。） 


( A ) しんの上げずぎ 


I 点义後3分程で燃焼筒が除々に赤熱します。 

I 己分程で燃焼筒全がび赤熱しまず。 

>点乂 2〜3分後、炎が立ち上がってきた時、燃焼筒つ 
まみを持って燃焼筒を左ちに2〜3回動かしますと、 
炎が早 < 安定します。 

► 炎がを定した5、しん調節つまみを上下して、正しい 
炎の状態に調節してください。 




• 炎を調節するとき、炎を見なが5、ゆっくり/行って 
ください。 

急激に動かずと、一時的に炎が大きくなり、天板か 
ら炎が出たり、すずが発生ずることがあ0ます。 



室巧の温度围節は換気をかねて窓の開閉などで 
調節して < ださい。 


(么醫告） 

正しい炎の状態で使用ずる 


〇 




厂 




炎の長さが 
1 〜 3cm 


〔週大炎） 

(しんの上ばずぎ） 


Q 


ホ乂やすずの原因になり機器を傷める 
ことにちな0ます。 


施ル炎〕 

(しんの下げすぎ） 


0 


しんを下げずぎた状態で使うと、不完 
全燃焼し、においや一酸化炭素の発生 
の原因になりまず。機器を傷めること 
にちなります。 


巧震自動消乂装置 


>炎の状態の目まを参考に炎を調節してくだごし、。 


使用中、強い地震懼度己猶) L ツ上}や衝擊を受けたときはしんを下げて自動的に消义します。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物、機器の損傷、油のあふれなど異常びないことを 
確認した後、再点义してください。 


巧爱自動消义装置を正しく倒かせるたゆに 

♦ しんにタールがイ寸着している場合は巧霞自動消乂装置が正しく働かないことがあります。 

:肖火ボタ、ノを押 I マ":肖火し尸户キ 

しん調節つまみが消乂位置にちどらないとさは、夕ールび付着していますので必ずしんのお手 
入れをしてください。（が12.13ぺージ） 


使いかた 
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日甫の点なとお手入れのしかた 


お手入れの前に必ずお守りください 


お手入れするとさは消火し、冷えたこと 
を確かめてか6、お手入れしてください 


( AH ) ■高電圧注意 

A m 点火電極は点乂時に高電圧を発生させます。 

電池を取りがした直後、しん調節つまみを巧し下げると、高 ffi 圧を祭生ずる場合びありまず。手をおれ 

_ ないでください。巧更ずるおそれびありまず。特にお子さまやお年奋りなどにごま煮ください。 

高圧注一 •点巧•手; U 1、 »除をずる時はがずを g 池を取 D かし、お作つまみを押し下げ、放 ffi させて<ださい。 


使用ごと 


点お個所 
ストーブの周囲 


油漏れ•油のたま 
り•油のにじみ 


外観 

/キでビネット、反が板^ 
、置台など ) 

外観（天坂） 

燃焼筒 

給油タンク 


乾も唯 


点巧巧容 
♦可燃物がないか。 


• 置台に油のたまりがないか。 

♦ 給油中に給油タンクか5油漏れ、 
油のにじみがないか。 


♦ 油やほこりでミちれていないか。 


♦ 化媒などのほこりが焼きついたり、 
ミちれていないか。 

♦変形がないか。 

♦ ガラスに割れやふいてち取れない 
白い< ち0がないか。 

♦ 給油□-給油口□进こさび、変形、 
および破損がないか。 


>点火しにくくなったり、点火の 
「ピー」という放崔音がおくなっ 
たり、途中でとぎれることがないか。 


点檢巧容 



処置方法 

•周囲を整理•清掃し、可燃物をか 
たづける。 

•涙れたり、たまっている油をぶをとる。 
♦油漏れしているとさは新しい給 
油タンクと取り替える。 

_ (お買い上げの販売店にご巧設ください）_ 

•乾いたやわ5かい巧でふく。 

(ベンジン、シンナー、クレンザ 
_ —などでふかない）_ 

♦ しめらせたやわ S かい巧にクレンヴー 
をつけてふく。（天巧はホー□一仕上 
げでずので、巧れがとれます） 

•交換ずる。 

(お質い上げの販売店にご相談く 
ださい） 

• さび、をお、および破損があるときは 
新しい給油タンクと取り替える。 
(お買い上げの販売廚こご相談ください) 

•新しい乾單池（単2お4個）に取 
り替える。 


_ 処_置_方法 _ 

©ドライバーやブラシできれい 
に取 D 除<。 


♦作動しないとさは、お買い上げ 
の販売店にご相談ください。 


1力月に1回じ(上 


点検個所 
燃焼部品【しん州 

しんち巧巧上部など） 


巧巧自動消义装恒 


次のことを必ずお守0ください 
•巧展自動消乂装置を分解-調節しない。 
参しんを切ったり、引っぱったりしなし、。 


1シーズンに！〜2回 


• 置台や置台內部のほこりを掃除ずる。 

ほこりがたまると異常燃焼の原因になることがありまず。 

• 給油時自動消乂装置を点検する。 

しん調節つまみを下に止まるまで押し下げて、給油タンクを持ち上げ、作動するか確かめる。 


しんのお手入れ（か5焼きクリーニング） 


•しんのお手入れ中はにおいが発生しまずので、屋がで風が当たらないようにして、巧ってください。 

• 風が当たる場所で巧うと、異常燃焼や乂災の原因になりますので、必ず風の当た5ない場所で巧ってください。 


■a 刷 W 

• 1回のしんのお手入れで効巧びないときは 

給油して、が)3□巧間（しんに巧油が十分吸い上げられるまで）放苗したをで、上目日の手) S で再度しんのお手入れを行ってください。 
しんのお手入れをしても劾栗げないときは新しいしんと取0替えてください。（が14ページ） 

• しんのお手入れを使用されるときは給油後約30分（しんに打油が十分吸い上げ5れるまで）待って点乂してください。 

♦ しんの先端を八ヴ S などで切5ないでください。 


定期点巧について 


•長期間ご使用になりまずと機器の点検が必要になります。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などにお買い上げの販売店または修理資格者【財団法人日本石油燃焼機器保守協 
会 (TEL 03-349 目- 2828) で巧う技術管理講習会修了ち（石油機器技術管理±)など】のいる店に点検巧頼されること 
をおすずめしまず。 

故障かな？ 


巧のまに従ってもラー度お確かめください。直6ない堤合には、お貢い上げの販売店、または当をまでお問い合わせくだをい。 



定期点検のおずずめ（2シーズンに1回） 


修理- サービスを 依頼されるまえに 


B 


JiiliiHHi 


—T 


WIMlFm 

hIHE 


mmmmFmm 

HIIHhbbisbd 

—IM— —B—B 


巧燃局部品のをお-破巧 


巧しい巧品と5^する 


な規筒び正しくセットされて 
し、ない 


燃说商を正し < セットずる 


拾油タンクが本体に入ってし、 
なし、 


巧電池が正しく入っていない、 
又は消诗している 


み©を正し < 入れなおす、又はお 
g 巧ち53^する_ 

給油タンクを本体に入れる 


打油が吸い上げられてい 
ない 


しんがを形*消耗している 


下げずぎ 


L 夕ールび巧着してし、る 




しんを上げてがを正しし峨の扶 
腹にずる _ 

しんのお手入れを巧ラ 


巧質巧油、不* © J 油力艰 
入している 

ガソリン窜、巧発性の 
使用 

上げずざ 


賺やしをる 

自渊〔义が消えるまで（約60分）おやしきる。 


点乂し、燃規をせる 


このようなときは次の手煩にしたがって 
しんのお手入れを巧ってください。 

1給油タンクを空にし、本化に 
I セットずる 


しん先端に夕ールや力ーポンが付這ず 
ると、次のような病おびおこります。 

•燃焼筒が赤熱しない。 

• においがする。 

♦ しんの上下操作が重くなる。 

♦点乂しにくくなる。 

♦消义時、操作つまみがちとまで戻らない。 


お手入れ • 


参庶ぺ 





時- 

~ むらがちる 


時 

义次の呂〇が遅い 

扁 


しな： S . しにくい 


























しんの取り替え 


(么をち）■純正部品の使用 


>「曾しん」は必ず J に適合橫査含格品ラベル（ち図）のつい 
た純正しん憎しん KPS -65 C 」 を使用してください。 

>ストーブに適合しないしんや、類似品を使用されますと、す 
完全燃焼や乂災の原因になるばかりでなく、ストーブを傷め 
まずので、絶巧に使用しないでください。 


逆 • 



巧査に合巧したしんに 
はこのマークび化って 
あ0まず。 

マークの色おは白地に 
ホインクで巧规されて 
いまず。 


ノ 


しんの交換方法は r 替しん」についている「燃焼機器用しん取极説明窒 J にしたがってください。 


燃焼筒の交換 


•燃焼筒が著しく変形したり、ガラスが破損したときは、お質い上げの販売店にご依頼ください。 

mmma 

• 交換部品はス I ^ーブをお買い上げの販売店でお巧 
め < ださい。 

ストーブに適合しない部品を使用しまずと事故や 
故障の原因になりまず。 


♦不完をな修理は危険でず。お買い上げの販売店または 
財団法人日本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講 
習を修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店 
の修理をお受けください。 


消辖-劣化しやずい部品 

♦ 使用期間により巧^び必要な部品 
替しん ( KPS -65 C ) 乾里池燃焼筒点乂亀極 


•を質灯油、不純巧油の使用により劣化しやすい部品 
替しん （ KPS - 巨己 C ) 


保管のしかた 


長期間使わないとさ 


1給油タンク • 油受皿內の > 由を 
I 全部巧を取る 


※巧油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販壳店に 
ご相談ください。 


巧の要領でお手入れして < ださい。 
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水、ゴミなどを残したまま保管すると、タンク巧面 
のさびや巧あさの原因になりまず。 

しんのお手入れをして、しんを下げる 

(が 12,13ぺ-ジ） 

しんの寿命を延ばし、長くご使用いただくためでず。 



油夏皿 
給巧タンク受 


3乾電池を取りはずず 

4 

5 


ストーブのが観を掃除ずる 

天板、キャビネット、下部反が板、垣台などを掃除ずる。 


保管ずる 

乾燥した場所に保管ずる。 

傾けたり、横倒しのげ態で保管しなし、。 


少し傾けて抜く 

お逆タンク受 


油受皿巧の油巧き方法 



(1^ ミ由タンク受をはずず。 
受給油ポンプで油を巧<。 


.適当な容器 
(約 1 L ) 
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巧証と アフター サービス 

■修理を巧巧される前に 

もう一度 r 故障かな？」13ページを見なが S 点検していただを、それでも異常があるときは、お買上げの 
販売店にち表紙の保詔書をお示しのうえ、お申し出ください。 

■保証について 

正常な使用げ態で保証期間内に故障した場合には、お買上げの販売店で無料修理いたします。 

無料修理期間を経過した後の修理については販売店にごネ目談ください。修理ずることにより性能が維持で 
きる場合は有料修理いたしまず。なお、当社は販売店からの注文により補修用性能部品を販売店に供給し 
ています。 

■補修用性能部品の保班期間について 

石油ストーブの補修巧性能部品の保有期間は製造打切り後、6年です。 

♦性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品でず。 


この商品は巧かでは巧用できません 。 （FOR USE IN JAPAN ONLY) 


■ r ふ.片 (Ivl 

長年ご使用の： H 油スト-ブの点巧を！ 巧鑑ぶ云驚瓣目 の®^® は 

の 

このよラな 

mm 

あ 0 ませんか 

♦油ちれがする 

♦白煙が出たり、強いにおいがする 
♦運乾中.異常な音がずる 
•その他の罵常や故障がある 

4 

ご巧用 
中止 

のような症がのときは使用を 
中止し.故障や事故の防止のため 
必ず販売店に庶读をご相談<ださい。 



5 ^^ 2 シーズンに 1 回程度の定期点検をおすすゆします。 


な < お読み < ださし D 


型式の呼び 

AKP - S 242 

種 類 

しん式-放射お 

点乂ち式 

高圧放電点火（単2乾電池1 .5 V 4個使用） 

使用瞧料 

巧油 （JIS K 22031号な油） 

暖房出力 

2,40 kW 

燃料消費星 

2.40 kW (0.233 L / h ) 

油タンク容星 

3.4 L 

燃焼継続時間 

14 .己時間 

標準適室 

約1日•□〜1己 . Orrf (6 〜9畳） 

しん 

種 類 

普通筒しん 

呼びブ法 

内径0 6己 mm 厚さ2•日 mm 

ま全装置 

巧震自動消义装置 

給油時自動消乂装置 

がお寸法 

高を43目 mmx 幅34曰 mmx 奥巧327 mm (置台を含む） 

怔 皿 

篇 里 

約 7.0 k 呂 


部品交換について 


仕様 


※乾蛋池は別売でず。単2おの同じ種類の新しいをのを4個用意してください。 


お手入れ•保管 



































